
 　巻頭言　 

Next Stage―30年を振り返って次の 
時代を思う 中山　恭秀  119（2）
町蔵とマライ 植村　　修  245（3）
自分の老いについて 和田　勇治  361（4）
在宅生活を育む連携強化を 前野　　豊  489（5）
リハビリテーション科医師の専門性 

 新見　昌央  597（6）
計測するということ 緒方　　徹  705（7）
慢性疼痛とリハビリテーション 

 矢吹　省司  807（8）
リハビリテーション医療に係る厚生 
労働省の施策 木下　翔司  909（9）

'Parkinson Pandemic'にどう備えるか 
 佐々木賢太郎  1037（10）
歯磨き禁止ね！ 高畠　英昭  1149（11）
リハビリテーション科医になって思 
うこと 山内　克哉  1261（12）

 　特集　 

●　障害・疾患を認識する
心の中の身体―運動機能障害を克服 
するための身体認知メカニズム 
 松宮　一道  7（1）
高次脳機能障害のアウェアネス 

 野路井未穂  17（1）
自分と出逢い，社会とつながる―ニ 
ーズを明確化し社会変革に至るま 
でのプロセス 綾屋　紗月  25（1）

知的障害のある人のライフストーリー 
の語りからみた障害の自己認識 
―なぜ「障害がない」と語るのか 
 杉田　穏子  33（1）
聴覚障害児・者の障害認識と障害受 
容に関する一概説 濵田　豊彦  41（1）
●　脳卒中下肢機能の徹底改善
下肢機能評価とリハビリテーション 

治療プログラム 
 黒田　慶子・宮村　絋平  125（2）
歩行練習の進め方 吉尾　雅春  133（2）
脳卒中患者の歩行障害に対する練習 
支援ロボットの活用 
 井元　大介・平野　　哲・

 大高　洋平  145（2）
装具療法の適応 越智　光宏・木村　公宣・
 中村さおり・佐伯　　覚  153（2）
下肢痙縮への対応 川手　信行  161（2）
●　遠隔リハビリテーション治療・支援のさらなる展開
現状と課題 長谷川高志  251（3）
回復期遠隔心臓リハビリテーション 
の効果的な進め方 網谷　英介  257（3）

遠隔呼吸リハビリテーションとセル 
フマネジメント支援 
 植木　　純・野村　菜摘・

 森沢　知之  263（3）
摂食嚥下リハビリテーションにおけ 
るオンライン診療の活用 
 菊谷　　武・古屋　裕康  269（3）

慢性疼痛と新たな遠隔認知行動療法 
の動向 田口佳代子  277（3）

職業リハビリテーション 清野　　絵  285（3）
●　転倒 どう防ぐ？
安全管理・転倒リスク評価 尾﨑　まり  367（4）
身体障害―病院での対策 

 井上　靖悟・辻川　将弘・
 伊藤　真梨  373（4）
身体障害―在宅や施設での対策 

 栗林　　環  383（4）
視覚障害への対策 清水　朋美  389（4）
認知症への対策 鈴木みずえ・金森　雅夫  397（4）
●　整形外科疾患の回復期リハビリテーション
現状と課題 高橋　剛治  495（5）
大腿骨近位部骨折のリハビリテーション 
のポイント，歩行予後と固定不全 
リスクの予測 森永　伊昭  505（5）
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脊椎疾患（脊椎圧迫骨折） 
 島袋　尚紀・千葉　一貴・

 矢田　定明  513（5）
人工股関節全置換術，人工膝関節全 
置換術後の evidence­based clinical 
 pathways―適応と逸脱症例 仲山　　勉  523（5）
高齢者の整形外科疾患と認知症 

 都築　圭太・森　　直樹  531（5）
●　社会的孤立とリハビリテーション
環境要因と健康格差 

 井手　一茂・近藤　克則  603（6）
社会的孤立が健康に及ぼす影響と孤 
立対策の現状 村山　洋史  611（6）
社会的孤立が生活習慣病の発症に与 
える影響 和田　高士  619（6）
障害のある人のいる世帯の社会的孤 
立に伴うリスク 大村　美保  625（6）

「通いの場」を通じた社会的孤立の 
緩和・予防効果 斉藤　雅茂  633（6）
リハビリテーションにおける「社会 
的処方」とは―リハビリテーション 
専門職への期待 西岡　大輔  639（6）

●　心臓リハビリテーションの新しい潮流
心臓リハビリテーションのエビデンス 

 牧田　　茂  711（7）
急性冠症候群に対する心臓リハビリ 
テーションの実践 横山　美帆  721（7）

慢性心不全に対するリハビリテーション 
治療の実践 河野　裕治・井澤　英夫・

 大高　洋平  729（7）
回復期リハビリテーション病棟にお 
ける心大血管リハビリテーション 
 鶴川　俊洋  735（7）
心疾患の治療と仕事の両立支援 

 久原　聡志・伊藤　英明・
 佐伯　　覚  743（7）
●　運動処方―有害事象のリスクがある患者への対応
運動処方の原則 東　宏一郎  813（8）
呼吸・循環リスクがある患者に対す 
る運動処方 神谷健太郎・野田　　匠・

 柳　　尚弥  823（8）
Overwork weaknessのリスクがある 
神経筋疾患患者に対する運動処方 
 花山　耕三  837（8）
腎臓機能・肝臓機能障害がある患者 
に対する運動処方 上月　正博  845（8）

骨関節障害・骨関連事象のリスクが 
ある患者に対する運動処方 
 小澤　里恵・宮越　浩一  855（8）
●　これからの訪問リハビリテーションはどうあるべきか
これからの時代の訪問リハビリテー 
ション―「身体機能回復モデル」 
から「幸せ­Well­being­支援モデル」 
の時代へ 竹中佐江子  915（9）

高齢者への訪問リハビリテーション 
 古賀阿沙子  923（9）

在宅での言語聴覚士の実際 村瀬　文康  935（9）
小児の訪問リハビリテーション 

 川野　晃裕  945（9）
不登校児の訪問リハビリテーション 

 大戸　普賢・松田　直子・
　  伊藤　香織・伊藤　詩奈・
 森川　敦子・藤井　浩美  955（9）
地域へつなぐ 上原　亮介  963（9）
●　高齢下肢切断のリハビリテーション
総論―下肢切断の現状と課題 

 片平　健人・三上　幸夫  1043（10）
回復期リハビリテーション病棟にお 
ける高齢下肢切断者の義足リハビ 
リテーション 田中　洋平  1051（10）

在宅での切断者の生活 
 高瀬　　泉・戸田　光紀・

 大籔　弘子・陳　　隆明  1059（10）
切断者の疫学データからみる更生用 
義足の支給状況 西嶋　一智  1069（10）

義足パーツの進歩 中村　　隆  1077（10）
●　障害児の成人移行支援の課題とトランジション
小児慢性疾患患者の成人移行体制の 
構築 窪田　　満  1155（11）
リハビリテーションセンターにおけ 
る成人移行支援の実際 吉橋　　学  1163（11）

脳性麻痺児の成人移行支援 望月　葉子  1169（11）
神経筋疾患児の成人移行支援 尾方　克久  1177（11）
ダウン症児の成人移行支援 

 外木　秀文・佐々木　理  1185（11）
発達障害児の成人移行支援 石崎　朝世  1193（11）
障害者支援施設における若年の肢体 
不自由者に対する自立支援プログ 
ラム 田中　幸伸・高岡　　徹・

 渡邊　崇子  1201（11）
●　リハビリテーション関連職種の動向
理学療法士・作業療法士・言語聴覚 
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士の卒後教育―「治療」を担う職 
種として 西村　行秀・田島　文博  1267（12）
理学療法士の動向―改変した生涯学 
習制度を中心に 斉藤　秀之  1273（12）
作業療法士の動向 山本　伸一  1281（12）
言語聴覚士の動向 内山　量史  1291（12）
義肢装具士の動向 東江由起夫  1301（12）
看護師の動向 粟生田友子  1309（12）
臨床心理士の動向―チーム連携に寄 
与する臨床心理士をめざして 
 藤原　勝紀  1319（12）

 　入門講座　�

●　住環境整備の基礎知識
8．利用可能な制度と業者選定のポ 
イント 西村　　顕  47（1）
●　リハビリテーションロボット
1．リハビリテーションロボットの 
定義・分類 平野　　哲・大高　洋平  53（1）

2．上肢訓練用ロボット 
 内山　侑紀・岩佐　沙弥・

 道免　和久  171（2）
3．下肢訓練支援ロボット 

 辻　　桐子・越智　光宏・
 佐伯　　覚  293（3）
4．介護ロボット 近藤　和泉  409（4）
●　小児リハビリテーションに必要な評価法
1．日本語版 ASQ®­3 橋本　圭司  61（1）
2．新版 K式発達検査 2020 大谷多加志  179（2）
3．田中ビネー知能検査Ⅴ 中村　淳子  299（3）
4．ウェクスラー式知能検査（WISC­Ⅳ） 

 中村美奈子  417（4）
5．日本版 KABC­Ⅱ 小野　純平  541（5）
6．日本版 Vineland­Ⅱ適応行動尺度 

 黒田　美保  645（6）
7．脳性麻痺のリハビリテーション 
における検査―GMFCS, MAS, GMFM 
 田中　弘志  751（7）

8．二分脊椎 真野　浩志  861（8）
9．Pediatric Evaluation of Disability  

Inventory（PEDI） 里宇　明元  973（9）
10．WeeFIM 杉山みづき・橋本　圭司・
 川手　信行  1083（10）
11．発達障害の特性別評価―Multi­ 

dimensional Scale for PDD and ADHD 
（MPSA） 船曵　康子  1209（11）

12．日本感覚インベントリー改訂版 
（JSI­R） 太田　篤志  1325（12）
●　透析患者の運動リスクと効果
1．血液透析と運動リスクの考え方 

 伊藤　　修  983（9）
2．透析患者への腎臓リハビリテー 
ションとしての運動処方 
 米木　　慶・松永　篤彦  1087（10）

3．透析患者の急性期・回復期リハ 
ビリテーション時の留意点 武居　光雄  1215（11）

4．腹膜透析患者のリハビリテーション 
時の留意点 遠藤　明里・伊藤　　修  1331（12）

 　実践講座　�

●　神経発達症の診療
7．神経発達症への薬物療法 米山　　明  185（2）
●　リハビリテーション治療に生かすエコー
1．運動器リハビリテーションにお 
けるエコーの活用 
 宮田　　徹・直井　大地・
　  芦原　光明・太附　広明・
 河端　将司・宮武　和馬  67（1）
2．肩関節疾患におけるエコーの活用 

 井上　　彰  193（2）
3．脊髄損傷者におけるエコーを用 
いた褥瘡検診 幸田　　剣・川崎　真嗣・

 寺村　健三  305（3）
4．排泄ケアにおけるエコーの活用 

 玉井　奈緒・松本　　勝・
 三浦　由佳・真田　弘美  425（4）
●　精神科作業療法のエッセンス
1．統合失調症 森元　隆文  547（5）
2．うつ病 早坂　友成  651（6）
3．神経症性障害 織田　靖史  759（7）
4．アルコール依存症 

 浪久　　悠・小砂哲太郎・
 澤田　幸輝・桔梗　隆司  869（8）
5．医療観察法と作業療法―リハビ 
リテーションの視点から 村田　雄一  989（9）

●　排便障害と排尿障害
1．排便に関する基礎知識と排便障 
害に対する多職種での取り組み 
 神山　剛一  1095（10）

2．高齢者の排尿障害の病態に関す 
る基礎知識 吉田　正貴・野宮　正範・

 西井　久枝  1221（11）
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3．病院における横断的な排泄ケア 
と多職種連携の実際 比留間真子  1339（12）

 　第 50巻記念 特別連載　 

●　「総合リハビリテーション」の 50年―印象に残った
記事から読み解く（上田　　敏）

12．脊髄損傷，脳性麻痺，慢性関節 
リウマチ，切断と義肢に関する特 
集から（付 Sweet Spotの概観）   79（1）

 　連載　�

●　精神保健福祉に関する支援とサービスの活用
7．障害者虐待の発見と対応 石川　博康  87（1）
●　障害者の就労支援
6．就労支援の視点からみるハロー 
ワークの取り組み 小田　芳幸  91（1）
●　YouTubeの使えるコンテンツ/アプリの紹介
6．認知症アプリの作成と活用 

 浦上　克哉  97（1）
7．コンピュータアプリケーション 
を用いた認知機能評価・訓練 
 高岡　哲也・橋本　圭司  213（2）

8．発達支援のためのアプリ 
 髙橋　知義・鴨下　賢一  327（3）

9．コミュニケーションを支援する 
アプリ 高橋　宜盟  449（4）

10．読み書き障害の支援のための 
アプリ 縄手　雅彦  569（5）
●　物理療法 update
4．筋萎縮予防としての電気刺激療法 

 千田　益生  101（1）
5．体外衝撃波治療―拡散型圧力波 
治療と集束型衝撃波治療 
 小林　佑介・澳　　昂佑・

 熊井　　司  217（2）
6．超音波治療 瀧口　述弘  331（3）
7．水治療法―上肢部分浴を中心と 
して 畑中　康志・奥村　修也  457（4）

●　摂食嚥下機能障害のリハビリテーション治療の倫
理的な葛藤

1．臨床倫理委員会の運営と活用方法 
 金沢　英哲  225（2）

2．嚥下障害をめぐる臨床倫理コン 
サルテーションにおける「倫理的 
な葛藤」 板井孝壱郎  335（3）

3．摂食障害症例の倫理的課題にお 

ける法的背景 稲葉　一人  461（4）
4．摂食嚥下障害症例にかかわるケ 
ア職種における葛藤 
 白坂　誉子・市村久美子  573（5）

●　専門職からみた第 49回 H.C.R.（国際福祉機器展）レ
ポート

vol.1．①H.C.R.とは/移動・移乗用具 
 田治　秀彦  338（3）

②車椅子 粂田　哲人  340（3）
vol.2．③トイレ・排泄用具 中川淳一郎  466（4）

④入浴関連用具 右田真里衣  468（4）
vol.3．⑤電子機器・情報機器 池谷　麗子  580（5）

⑥住宅改修 西村　　顕  582（5）
vol.4．⑦福祉車両等自動車関連 

 鈴木　基恵  682（6）
⑧小児用福祉用具―小児に使 
用すると便利な用具 清水　陽一  684（6）

●　研究費獲得への道
1．研究費申請書の書き方 佐伯　　覚  669（6）
2．競争的研究費の獲得への準備 

 舘林　大介  781（7）
3．臨床家として研究費獲得をめざす 

 野﨑　園子  891（8）
4．多分野の連携・融合が新しい研 
究課題につながる―医工連携研究 
の経験 柴本　　勇  1019（9）

●　スポーツ用義足の最新事情
1．「歩く」から「走る」への機会 
創出 岩下　航大・大野　祐介  673（6）

2．下肢切断者へのスポーツ支援・ 
情報提供 山本　一樹  785（7）

3．ダンス用義足 出口　雄介  885（8）
4．パラバドミントンに特化した義 
足の製作 藤田　悠介  1015（9）

5．義足を用いたシーズン・スポー 
ツ―マリン・スポーツと雪上スポ 
ーツに着目して 大野　祐介  1123（10）

●　認知症者・家族をさまざまな観点や立場から支える
コミュニケーションスキル

1．エッセンスとピットフォール 
 繁田　雅弘  1011（9）

2．パーソン・センタード・ケアの 
観点から 村田　康子  1117（10）

3．認知症ケアにおけるバリデーション 
―リハビリテーション場面での 
活用 古川　信之・稲谷ふみ枝  1241（11）
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4．ユマニチュード―自律と自立を 
支えるための優しさを伝えるマル 
チモーダル・コミュニケーション 
ケア技法 本田美和子  1361（12）
●　子供の車椅子・電動車椅子
1．判定・支給をめぐる課題 高岡　　徹  1129（10）
2．普通型車椅子 小﨑　慶介  1247（11）
3．手押し型車椅子 本郷　俊弥  1367（12）

 　研究と報告　 

回復期脳卒中患者における高頻度 
rTMS刺激が麻痺側上肢機能に与 
える効果―ランダム化クロスオー 
バー比較試験 佐藤　智仁・小林　武司・
　  川口俊太朗・中村　恒太・
　  小林　　剛・朝倉悠太郎・
　  赤嶺　孝浩・江見　翔太・
　  羽田　喜秋・渡邊　文子・
 吉村　美鈴・山本　隆充  313（3）
スライディングボードへの荷重と前 
傾角度―形状による違い 
 片本　隆二・小宮　雅美・
　  岩橋　謙次・有地　祐人・
 林　　哲生  319（3）
背臥位におけるヒラメ筋エコー評価 
の再現性 澤井　翔太・有薗　信一・
　  福田　吉辰・杉谷　竜司・
　  俵　　祐一・鈴木　康介・
 金原　一宏  433（4）
高齢者の ICT活用が健康感やフレイ 
ル予防活動に与える効果 
 宮寺　亮輔・解良　武士・
　  村山　明彦・篠原　智行・
　  山口　智晴・井田　慎子・
　  神山　智子・佐藤友有子・
　  荒木　太郎・辻　　佳英・
 山路　雄彦  553（5）
高齢者に対する手指巧緻運動と認知 
課題のデュアルタスクが実行機能 
に与える影響 渡辺　裕生・福本　倫之・

 北山　　淳  875（8）
急性期脳卒中片麻痺者の上肢運動障 
害に対する知覚探索アプローチの 
効果―準ランダム化比較試験 
 佐藤　将人・三上　幸夫  1345（12）

 　短報　�

回復期リハビリテーション病棟脳卒 
中患者における EQ­5 D­5 Lの測 
定特性の検討―臨床的に意義のあ 
る最小変化量（MCID）について 
 泉　　良太・佐野　哲也  881（8）

身体的フレイルを評価する新しいシ 
ステムの開発 陳　　隆明・戸田　晴貴・

 大森　清博・福井　克也  995（9）
摂食嚥下機能評価としてのスプーン 
誘発嚥下テストの考案 
 森　真実也・保田　祥代・

 小口　和代・加賀谷　斉  1229（12）

 　症例報告　 

ボツリヌス治療により歩行能力と行 
動範囲改善が得られた脊髄上衣腫 
摘出術後症例 栗田　慎也・久米　亮一・

 尾花　正義  201（2）
採血後に前腕から手指の感覚障害と 
運動麻痺の訴えがあり手根管症候 
群と診断した 1症例 
 井上　　菫・江副　賢生・
　  松嶋　康之・佐伯　　覚・
 蜂須賀研二  657（6）
左視床出血後の余剰幻肢に対し映像 
による一人称的運動観察治療を併 
用した 1症例 中村　　学・西村　温子・
　  金子　文成・水野　勝広・
 宇内　　景  663（6）
多数指中手骨骨折術後の総指伸筋腱 
癒着に対するフロッシング介入効 
果を示した 1例 
 青木啓一郎・池田　　純・
　  松居　恵美・佐々木秀一・
 志水　宏行  767（7）
装具療法を併用した理学療法により 
屋内歩行自立に至った腰仙骨神経 
切除による下肢麻痺と下肢リンパ 
浮腫を合併した直腸癌局所再発術 
後患者の 1例 本田　陽亮・本間　敬喬・
　  梅田　幸嗣・笹沼　直樹・
　  竹田　倫世・内山　侑紀・
 道免　和久  1103（10）
右大腿骨頸部骨折の術後に右脳梗塞 
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を合併し virtual reality（VR）治療 
が有用であった 1例 市川　昌志・
　  児玉　典彦・岡田　祐和・
　  奥村　友香・小倉沙耶香・
　  中川はるか・松島　聡子・
　  安川　俊樹・竹田　倫世・
　  岩佐　沙弥・内山　侑紀・
　 道免　和久  1235（11）

 　調査　 

呼吸リハビリテーションを行った重 
症 post COVID­19例の治療成績と 
後遺障害 冨士井　睦・岡野　生也・
　  柴田八衣子・菊川　桂樹・
　  岡崎　直子・大串　　幹・
 陳　　隆明  207（2）
ポリオ罹患者の腰痛が日常生活に及 
ぼす影響 村上　武史・蜂須賀明子・
　  森　　里美・中津留正剛・
 松嶋　康之・佐伯　　覚  773（7）
就労移行支援事業を利用した失語症 
者の就労―川崎市の地域リハビリ 
テーションセンターにおける調査 
 齋藤　　薫  999（9）
日本のサリドマイド胎芽症者の現状 
―主観的な「痛み」とその対処方 
法の実態調査 小林　　毅・藤谷　順子・
　  前原　康宏・藤原　清香・
 芳賀　信彦  1005（9）
周術期消化器がん患者における身体 
機能と ADLの変化 
 皆田　渉平・今岡　信介・
　  田中　とも・森田　公隆・
　  鈴木　　亘・早崎　温貴・
　  山本沙耶花・幸　　剛史・
　 佐藤　　博・荒巻　政憲  1109（10）
歯科で働く言語聴覚士の業務の現状 
と今後の課題 阿志賀大和・
　  小島　　香・岡田　栄作・
　 上野真也子・猪原　　健  1353（12）

 　紹介　 

放課後等デイサービスを利用する児 
の母親の思いの分析 
 川﨑　美沙・兼田　絵美・
　  真鳥　伸也・奥田　祥司・

 菅沼　一平・上城　憲司  73（1）
浜松市リハビリテーション病院にお 
ける自動車運転再開支援 
 昆　　博之・岡村千紗子・
　  上杉　　治・植田　正史・
　  垂下　直樹・杉山　善彦・
　  伊奈　杏都・秋山　尚也・
 藤島　一郎  443（4）
非切断側下肢の骨折を合併した下肢 
切断者のリハビリテーションプロ 
トコルの提案 三田　友記・別役　訓子・
　  中村　優子・大熊　雄祐・
 阿久根　徹  561（5）

 　ひと　 

第 60回日本リハビリテーション医 
学会学術集会会長になられた出江 
紳一氏 中尾　真理  1（1）

 　Sweet Spot　 

●　文学に見るリハビリテーション（高橋　正雄）
能の『松風』―幻覚への対応   106（1）
太宰治の『右大臣実朝』―あばたの 
受容   230（2）

太宰治の『東京だより』―障害者文 
学としての太宰文学   342（3）

狂言『月見座頭』―障害者との対等 
な関係   470（4）

渋沢栄一の『青淵回顧録』・2―児童 
精神医学者としての側面   584（5）

斎藤茂吉の『つきかげ』―血管性認 
知症発症前後の状態   686（6）

夏目漱石とモンテーニュ―アロマテ 
ラピーの先駆者   792（7）

伊藤整の『発掘』―昭和 40年代の 
脳卒中患者   896（8）

ドラクロアの『芸術論』―ロマン派 
と障害   1024（9）

三島由紀夫の『宴のあと』―昭和 
30年代の脳卒中対応   1132（10）

コナン・ドイルの『＜グロリア・ス 
コット＞号の悲劇』―19世紀英国 
の脳卒中患者  1250（11）

太宰治の『人間失格』―性的虐待告 
発の書   1372（12）
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●　映画に見るリハビリテーション（二通　　諭）
「仁義なき戦い」「博奕打ち 総長賭 
博」「県警対組織暴力」「緋牡丹博 
徒 お竜参上」―芸術文化体験とし 
てのヤクザ映画だった   107（1）

「あの日の声を探して」―ロシアの 
普通の青年コーリャの変容から見 
えるもの   231（2）

「かば」―排除から包摂への道程に 
おいて求められるのは「理念」の 
「実践化」である   343（3）

「仲代達矢"役者"を生きる」・「役者 
として生きる　無名塾第 31期生の 
4人」―生涯修行を唱える役者・ 
仲代達矢の教育者としての姿に光 
を当てる   471（4）

「ぼけますから，よろしくお願いしま 
す．～おかえりお母さん～」―ひ 
とり娘の映画監督・信友直子を守 
ろうとした両親の奮戦記でもある 
   585（5）

「さかなのこ」―さかなクン的人物 
に宿る光と影を描く   687（6）

「コーダ　あいのうた」―家族の中 
でひとりだけ耳が聞こえる子供の 
人生とは   793（7）

「あなたの微笑み」―映画と映画館 
が微笑む明日に向かって今日も歩 
くのだ   897（8）

「ぼくたちの哲学教室」―暴力の連 
鎖や戦争を哲学で止めるという小 
学校の試み   1025（9）

「英雄の証明」―「感動」を喚起する 
素材としての吃音少年とその父の 
物語   1133（10）

「月」―重度障害者抹殺の「思想」 
を生み出した土壌を可視化   1251（11）

「あつい壁」―小学生でも差別に抗し， 
闘うことができるのだ   1373（12）

 　私の 3冊　 

私の 3冊 田中　洋平  233（2）
私の 3冊 鈴木　勇気  345（3）

私の 3冊 大本　将之  795（7）

 　学会印象記　 

第 44回 総合リハビリテーション研 
究大会 吉井　　勇  347（3）
第 38回 日本義肢装具学会学術大会 

 花山　耕三  473（4）
リハビリテーション医療 DX研究会 

 第 1回学術集会 桑原　　渉  1135（10）

 　学会報告　 

第 88回神奈川リハビリテーション 
研究会 長澤充城子  477（4）

第 53回中国四国リハビリテーション 
医学研究会 木下　　篤  689（6）

 　書評　 

渡邉 英夫，平山 史朗，藤﨑 拡憲 
著「脳卒中の下肢装具　第 4 版 
―病態に対応した装具の選択法」 
 大串　　幹  152（2）
三村 將　監修　 酒井 浩，宮口 英 
樹，横井 賀津志　編集「作業療法 
に役立つ臨床推論―高次脳機能障 
害の生活障害を分析する推論思考 
過程の理解」 種村　留美  169（2）

宮坂 道夫　著「弱さの倫理学―不完 
全な存在である私たちについて」 
 山内　志朗  779（7）

国際医療福祉大学成田病院 リハビ 
リテーションセンター　編　角田 
亘　責任編集　西田 裕介，森井  
和枝，後藤 和也，白砂 寛基，大 
森 智裕　編集協力「PT・OT・ST 
ポケットマニュアル」 庄本　康治  791（7）

加藤 実　著「子どもの「痛み」が 
わかる本―はじめて学ぶ慢性痛診 
療」 余谷　暢之  972（9）

 　文献抄録　 

　109（1），235（2），351（3），481（4），587（5），695（6），
797（7），899（8），1027（9），1139（10），1253（11），
1375（12）
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